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雨
に
も
負
け
ず
風
に
も
負
け
ず 

無
敵
の
ほ
く
ほ
く
焼
き
芋 

射
勝
神
社 

次
郎
次
郎
踊
り 

  

次
郎
次
郎
踊
り
は
『
射
勝(

ス
グ
ロ
ド
ン)

祭
り
』
と
も
呼
ば
れ
、
射
勝(

い
す
ぐ
る)

神

社
の
春
祭
に
伴
う
芸
能
と
し
て
、
毎
年
三
月

の
第
一
日
曜
日
に
豊
作
を
祈
願
し
、
奉
納
さ

れ
る
農
耕
劇
で
す
。 

神
事
の
後
、
踊
り
の
奉
納
が
始
ま
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
シ
イ
の
枝
で
地
面
を

た
た
き
な
が
ら
、
害
虫
や
ス
ズ
メ
を
追
い
出

す
仕
草
を
し
た
後
、
白
手
拭
い
の
覆
面
姿
の

テ
チ
ἂ
(
父
親
)
が
現
れ
ま
す
。
テ
チ
ἂ
は

木
鍬
で
田
打
ち
を
し
た
り
比
較
的
温
和
な

の
で
す
が
、
後
に
登
場
す
る
息
子
た
ち
が

『
ト
ỿ
ゴ
ロ
』
と
呼
ば
れ
る
火
の
つ
い
た
丸

太
で
、
害
虫
に
見
立
て
た
見
物
客
を
追
い
回

し
た
り
し
て
暴
れ
回
り
ま
す
。 

最
後
に
ヨ
メ
ジ
ἂ
が
現
れ
、テ
チ
ἂ
と
抱

き
合
ỵ
て
、
赤
ん
坊
(
袋
に
入
ỵ
た
籾
〉
を

産
み
落
と
し
、
テ
チ
ἂ
が
持
ち
上
げ
て
喜
ぶ

仕
草
を
し
た
後
、
ヨ
メ
ジ
ἂ
の
頭
上
の
モ
ロ

ブ
タ
か
ら
、
落
花
生
な
ど
が
見
物
客
に
ま
か

れ
ま
す
。 

同
じ
時
期
に
、高
江
町
南
方
神
社
や
久
見

崎
町
諏
訪
神
社
で
も
田
打
ち
を
題
材
に
し

た
農
耕
劇
が
奉
納
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
次
郎

次
郎
踊
は
、
終
始
無
言
で
行
わ
れ
る
の
が
特

徴
な
の
で
す
。 

 

赤ちゃんに歓喜のテチョ 

⎥
⎝
祭
⎽
⏣
⏩
␝
␁
␓
␔
␢ 

␾
␿
␹
名
⎡
来
場
者
⍿
⍵
⎽
⎱
⎊
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名
前
の
由
来
と
な
ỵ
た
泰
平
寺
は
、
豊
臣
秀
吉
の

九
州
征
伐
の
本
陣
で
あ
り
、
終
焉
と
な
る
和
睦
が
結

ば
れ
た
重
要
な
地
で
す
。 

１
５
８
７
年
の
島
津
征
伐
に
お
い
て
、
今
年
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
豊
臣
兄
弟
！
」
で
話
題
と
な
ỵ

て
い
る
豊
臣
秀
吉
・
秀
⾧
兄
弟
率
い
る
軍
勢
は
薩
摩

へ
侵
攻
。
４
月
２
８
日
の
「
平
佐
城
の
戦
い
」
で
、

島
津
方
の
守
る
薩
摩
川
内
市
の
平
佐
城
を
豊
臣
軍
が

攻
撃
、
半
日
ほ
ど
の
攻
防
の
末
、
島
津
義
久
の
降
伏

に
よ
り
終
結
し
ま
し
た
。 

最
初
秀
吉
は
「
島
津
一
類
首
を
刎
ね
る
べ
く
候
」

と
公
言
し
て
い
た
の
で
す
が
、
泰
平
寺
の
住
職
宥
印

法
印
の
和
平
へ
の
橋
渡
し
や
、
義
久
の
徹
底
降
参
の

姿
勢
、
そ
し
て
秀
吉
の
信
頼
厚
い
秀
⾧
の
取
り
計
ら

い
等
に
よ
り
、
こ
の
責
め
を
逃
れ
ま
す
。 

平
佐
城
周
辺
の
町
が
焼
け
野
原
に
な
ら
ず
、
大
隅

一
ケ
国
と
日
向
の
南
半
国
も
与
え
て
も
ら
う
結
果
を

引
き
出
し
た
の
は
、
ま
さ
に
天
下
泰
平
寺
の
為
せ
る

業
だ
ỵ
た
の
で
は
。(
大
迫
) 

  

川
内
川
に
か
か
る
市
街
地
の
太
平
橋
は
、
明

治
８
年
に
初
め
て
架
け
ら
れ
た
際
、
大
小
路
町

に
あ
る
「
泰
平
寺
」
に
ち
な
み
、
世
の
中
が
争

い
ご
と
な
く
平
和
で
あ
る
「
天
下
泰
平
」
を
願

ỵ
て
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

           

２
月
１
５
日
に
サ
ン
ア
リ
ổ
ナ
せ
ん

だ
い
で
、
生
涯
学
習
フ
ỽ
ス
テ
バ
ル
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
水
引
地
区
か
ら

は
、
展
示
ひ
ろ
ば
に
女
性
学
級
の
作
品

が
、
舞
台
発
表
に
は
尺
八
教
室
の
皆
さ

ん
が
合
奏
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
同
会
場
で
令
和
７
年
度
の
環
境

美
化
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
水
引

か
ら
は
団
体
の
部
で
東
手
自
治
会
が
、

個
人
で
は
砂
岳
の
上
田
勇
治
さ
ん
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。 

コミセン窓から 

⒓
豊
臣
兄
弟
！
⒔
に
学
ん
で
み
た 

介
護
予
防
元
気
度
ア
⒫
プ
カ
⒲
ド 

ポ
イ
ン
ト
転
換
に
つ
い
て 

当
紙
面
を
カ
ラ
ổ
又
は
拡
大
し
て
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ổ
ド

を
ス
マ
ホ
で
読
み
取
る
と
簡
単
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

水
引
地
区
か
ら
の

お
知
ら
せ
の
下
に

水
引
地
区
コ
ミ
ἁ

ニ
テ
ỻ
協
議
会
便

り
が
あ
り
ま
す
。 

   

平
成
７
年
度
の
元
気
度
ア
ỿ
プ
カ
ổ
ド
の

ポ
イ
ン
ト
転
換
申
請
が
先
の
よ
う
に
変
更
に

な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

●
臨
時
受
付
窓
口
(
コ
ミ
セ
ン
等
)
の
廃
止 

●
事
前
団
体
受
付
(
５
名
以
上
) 

令
和
８
年
３
月
９
日
Ộ
３
月
３
１
日 

会
場
は
本
庁
２
階
高
齢
・
介
護
福
祉
課 

転
換
利
用
券
は
４
月
６
日
以
降
、
申
請
者
が

窓
口
受
け
取
り
可
と
な
り
ま
す
。
ま
た
郵
送

で
の
転
換
利
用
券
発
送
は
中
止
に
な
り
ま
し

た
。 

●
個
人
受
付 

令
和
８
年
４
月
６
日
Ộ
９
月
３
０
日 

転
換
利
用
券
は
即
日
発
行 

会
場
は
後
日
公

報
等
で
周
知
し
ま
す
。 

●
健
診
(
検
診
)
受
診
も
ポ
イ
ン
ト
対
象
に

な
り
ま
す
。
該
当
す
る
健
診
等
の
受
診
結
果

を
カ
ổ
ド
と
一
緒
に
申
請
す
れ
ば
、
３
ポ
イ

ン
ト
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
※
上
限
５
０
ポ
イ

ン
ト
で
す
。 

生
涯
学
習
フ
⒩
ス
テ
バ
ル
開
催 

メインアリーナにて尺八の合奏演奏 

東手自治会を代表して 
表彰を受けた内山氏 女性学級の出展作品群 


